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「鵜川棚田保存会」 ～企業や大学との協働により地域を活性化～

高島地域で活動する団体紹介

「鵜川の棚田」は、見事な石積と眼下に広がる雄大な琵琶湖が眺められ、地域住民が誇れる大きな財産で

す。近年は、高齢化などにより、今まで営々と耕作されてきた農地の荒廃が進み、今後も加速的に広がって

いくことは確実であり、地域としても喫緊の大きな課題の一つとなっています。

しかし、棚田を守ろうにも地元住民だけでは限界があり、

そこで目を付けたのは農業や棚田に関心がある都市住民の

方々です。平成28年に区民の有志が「鵜川棚田保存会」を設

立し、棚田オーナー制度に取り組みました。棚田から見る絶

景の琵琶湖に魅せられて毎年、130人余りの棚田オーナーが

農作業に汗を流し収穫の喜びを味わっています。

最近では、企業や大学との協働による棚田の活性化にも取り組

んでいます。今まで地元だけでは思いつかなかった当たり前のこ

とが企業や大学と協働することで、新たな発想が生まれ新たな取

り組みへと繋がっており、「棚田米のおにぎり」もその一つです。

今後も地域活性化の原動力となるようその役割を果たしていき

たいと思います。

また、平成30年からは風光明媚な景観と棚田特有の日当た

りの良さ、水はけの良さが果樹を栽培する条件に適している

ことから、耕作放棄地に果樹の栽培を始めました。将来的に

は、都市住民を対象にした観光農園や果樹オーナー制度の導

入を目指しています。

お住いの自治会では「まちづくり交付金」の申請はお済みでしょうか？ 概算金が振り込まれた

ら早速今年度事業に着手される区自治会さんも多いと思います。

今回は、経費の2/3や1/2の事業補助金が使える制度や申請時期をご

紹介します。

来年度に区自治会館や消防倉庫の新築や改修、除雪機購入などを検討

されている区自治会がございましたら、そろそろ役員会で議論を始めら

れてはいかがでしょうか？

☆昨年度の例では、8/末頃に来年度(令和７年度)向けの「区・自治

会事業に対する補助金・助成金の要望照会書」が届きます。

☆そして9/末頃には申請書を提出する必要があります。

あまり時間的余裕がないので、それまでに区自治会で議論を重ね、

見積り書など準備をされると良いでしょう。

※詳しくは、住民自治協議会もしくは支所にお問い合わせください。

また、区自治会での困りごとなどがございましたら、何なりとご相談ください。

まずはお電話お待ちしております。

少ない自己資金で大きな事業を！ ～コミュニティ活動向け補助金・助成金～



1 月 お休み

2 火

3 水 ★ 久保田広志

4 木

5 金 ★ 竹中　寛

6 土

7 日 ★ 中村眞奈美

8 月 お休み

9 火

10 水 ★ 清水 良惠

11 木 カフェまちあかり

12 金 ★ 山田 善嗣

13 土

14 日 ★ 廣坂 吉憲

15 月 お休み

16 火 お休み

17 水 ★ 西川　孝

18 木

19 金 ★ 仁賀 定夫

20 土

21 日 ★ 川島 清治

22 月 お休み

23 火

24 水 ★ 藪内キヨ子

25 木

26 金 ★ 横田 久夫

27 土

28 日 ★ 中田 國博

29 月 お休み

30 火

31 水 ★ 加藤 幸江

まちあかり健康づくり(10：00～11：30) 

まちあかり食堂(11：00～13：00) 

(理事会)

まちあかり健康づくり(10：00～11：30) 

まちあかり健康づくり(10：00～11：30) 

まちあかり健康づくり 

：090-2115-9055（お越しの際は、まずはお電話下さい）
メール：takashima.juminzichikyou@gmail.com
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7月の予定表 相談員

高島地域住民自治協議会
高島市勝野670（高島公民館２Ｆ）

開館日： 日・月・火・水・木・金・土（お休みは 上記の予定表を御覧ください）

相談時間：１０時～１３時（★ 相談員が待機しています）

開館時間： ９時～１３時（事務スタッフが待機しています）

集落の東を流れる東良川(ひが

しらがわ)沿いは、春には桜並木

の桜を楽しめ、初夏にはホタルも

見られる散歩道で、集落で草刈り

や河川清掃を行い、環境を保って

います。

南鴨自治会の紹介

【大溝陣屋総門お披露目マルシェ】

たかしま地域伝言板 たかしま地域伝言板 たかしま地域伝言板

【高島赤十字奉仕団】 一緒に活動しませんか？

ＪＲ近江高島駅の高架下に小さな花壇がある
のをご存じでしょうか？観光案内の地図がある
場所です。

パンジー、ベゴニア、スズランなど、季節に
よりいろいろな花を咲かせ、目を楽しませてく
れます。毎月５日早朝に、花壇の草を引いたり
して世話をしています。一緒に活動してみたい
と思われる方、お待ちしています。

復旧には、行政の支援や多くのボランティアの方々に床下の泥出

しなどをしていただき、その後、地蔵堂も再建して、平穏な日常を

取り戻しました。

南鴨ではこれまで、夏に模擬店やビンゴゲームを楽しむ夏祭りを

開催してきましたが、ここ数年はコロナ禍により中止が続いており、

再開により集落が盛り上がることが期待されています。

そんな南鴨を悪夢が襲ったの

は、平成２５年９月１５日の早

朝でした。台風１８号の豪雨に

より集落の西を流れる鴨川が決

壊し、濁流が集落を襲いました。

人的な被害はなかったものの、

ほとんどの家が床上浸水し、集

落で守ってきた地蔵堂も倒壊し

ました。

湖西線近江高島駅と安曇川駅の

ちょうど中間の西側に約３０世帯

ほどの南鴨の集落があります。

南鴨も高齢化が進み、一時期、小学生以下の子どもが数人にまで

減少しましたが、現在は１０人を超える子ども達の声が毎日集落内

にあふれて、活気を取り戻しつつあります。
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